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平
成
２７
年
度
大
阪
市
老
人
ク
ラ
ブ
指
導
者
・
女
性
部
指
導

者
合
同
研
修
会
（
大
阪
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催
、
大
阪

市
・
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
後
援
）
が
、
１
月
１４
日
（
木
）

午
後
、
大
阪
市
北
区
の
大
阪
市
中
央
公
会
堂
大
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
た
。
大
老
連
の
各
単
位
ク
ラ
ブ
会
長
や
女
性
部
長
ら

１
０
０
０
名
が
参
加
し
て
、老
人
ク
ラ
ブ
の
意
義
・
役
割
や
、

高
齢
消
費
者
被
害
防
止
な
ど
に
つ
い
て
の
学
習
に
真
剣
か
つ

熱
心
に
取
り
組
ん
だ
。

上：新年を迎え、初めて開催された会長会
下：石上神宮に参拝した各区老連会長ら

「
高
齢
者
の
世
紀
」

と
い
わ
れ
る
２１
世
紀
で

は
、
高
齢
者
が
こ
れ
ま

で
培
っ
て
き
た
知
識
・

経
験
を
活
か
し
、
心
身

と
も
に
健
康
で
、
明
る

く
活
力
あ
る
地
域
社
会

づ
く
り
に
貢
献
す
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。
と
り
わ

け
、
高
齢
者

を
代
表
す
る

組
織
で
あ
る

老
人
ク
ラ
ブ

へ
の
期
待
は

ま
す
ま
す
大

き
く
な
っ
て

お
り
、
老
人
ク
ラ
ブ
会

員
は
、
自
ら
の
健
康
と

生
き
が
い
を
高
め
る
と

と
も
に
、
地
域
で
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
で

あ
り
、
そ
の
た
め
の
指

導
者
の
育
成
と
資
質
の

向
上
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
本
合
同
研
修
会
を

毎
年
開
催
し
て
い
る
も

の
で
す
。

午
後
１
時
、
大
老
連

女
性
部
の
藤
�
イ
ツ
子

淀
川
区
老
連
女
性
部

長
、
東
弘
子
住
吉
区
老

連
女
性
部
長
の
両
名
の

司
会
で
始
ま
り
、
最
初

に
大
老
連
を
代
表
し
て

石
井
好
男
副
理
事
長
か

ら
「
人
口
の
高
齢
化
が

急
速
に
進
む
中
で
、
老

人
ク
ラ
ブ
の
必
要
性
、

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
重

要
性
は
ま
す
ま
す
高
ま

っ
て
お
り
、
本
日
の
研

修
を
今
後
の
ク
ラ
ブ
活

動
の
さ
ら
な
る
発
展
の

た
め
に
大
い
に
生
か
さ

れ
る
よ
う
期
待
し
ま

す
」
と
の
あ
い
さ
つ
が

あ
っ
た
。
続
い
て
西
嶋

善
親
大
阪
市
福
祉
局
長

（
内
村
正
大
阪
市
福
祉

局
高
齢
者
施
策
部
い
き

が
い
課
長
代
読
）
か
ら

「
大
阪
市
で
は
、
健
康

で
生
き
が
い
の
あ
る
高

齢
期
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
施
策
の
充

実
に
努
め
て
お
り
ま
す

の
で
、
老
人
ク
ラ
ブ
の

皆
さ
ん
に
は
こ
れ
ま
で

の
経
験
や
知
識
を
活
か

し
、
心
豊
か
な
地
域
社

会
づ
く
り
に
貢
献
さ
れ

ま
す
よ
う
期
待
し
て
い

ま
す
」
と
の
激
励
の
こ

と
ば
が
あ
っ
た
後
、
講

演
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

大老連からの開会あいさつ

大
老
連
で
は
、
１
月
５
日（
火
）、
初
詣

と
１
月
会
長
会
を
行
っ
た
。

厳
し
い
寒
さ
が
続
く
中
、
当
日
は
天
候

に
も
恵
ま
れ
、
中
保
昌
理
事
長
を
は
じ
め

各
老
連
会
長
ら
２８
名
は
バ
ス
で
、
今
年
の

恵
方
の
南
南
東
の
方
角
と
な
る
奈
良
方
面

に
向
け
て
元
気
に
出
発
し
た
。

１
時
間
足
ら
ず
で
、
日
本
最
古
の
神
社

の
一
つ
で
あ
る
奈
良
県
天
理
市
の
「
石
上

神
宮
」（
い
そ
の
か
み
じ
ん
ぐ
う
）
に
到
着

し
た
。
初
詣
と
し
て
、
拝
殿（
国
宝
）で
の

参
拝
で
は
、
中
理
事
長
が
代
表
し
て
玉
串

を
奉
納
し
、
続
い
て
、
参
加
者
一
同
、
今

年
の
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
の
ご
健
康
と
ご
多

幸
、そ
し
て
大
老
連
の
発
展
を
祈
願
し
た
。

そ
の
後
、
奈
良
市
の
「
天
平
倶
楽
部
」

会
議
室
に
場
所
を
移
し
て
、
大
老
連
の
１

月
会
長
会
を
行
っ
た
。

中
理
事
長
か
ら
「
私
た
ち
老
人
ク
ラ
ブ

の
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
き
て

お
り
、
今
年
も
、
地
域
の
高
齢
者
を
代
表

す
る
組
織
と
し
て
、
さ
ら
に
一
層
の
取
り

組
み
を
進
め
ま
し
ょ
う
」
と
の
年
頭
の
あ

い
さ
つ
が
あ
っ
た
後
、
大
老
連
事
務
局
か

ら
今
年
の
事
業
予
定
な
ど
の
案
件
の
説
明

が
あ
り
、
参
加
者
全
員
で
、
今
年
１
年
間

の
区
老
連
活
動
、
大
老
連
活
動
の
さ
ら
な

る
飛
躍
を
誓
っ
た
。

研修会参加の各単位クラブ会長や女性部長の皆さん

第
２
部
で
は
、
大
阪

府
警
察
本
部
の
生
活
安

全
指
導
班
か
ら
「
高
齢

消
費
者
被
害
防
止
に
つ

い
て
」
と

題
し
て
、

振
り
込
め

詐
欺
を
含

む
特
殊
詐

欺
な
ど
高

齢
消
費
者

被
害
の
現

状
と
高
齢

消
費
者
被

害
防
止
策

な
ど
に
つ

い
て
、
寸

劇
を
通
し

て
、
分
か
り
や
す
い
大

変
参
考
に
な
る
講
話
が

あ
っ
た
。

◇

最
後
に
、
野
口
一
郎

副
理
事
長
か
ら
「
本
日

の
講
演
は
、
１
部
・
２

部
と
も
に
、
私
た
ち
老

人
ク
ラ
ブ
に
と
っ
て
大

変
有
意
義
な
貴
重
な
お

話
で
し
た
。
大
老
連
と

し
て
も
、
今
後
と
も
健

康
で
明
る
く
活
力
あ
る

地
域
社
会
づ
く
り
を
め

ざ
し
活
動
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
皆
様

方
の
よ
り
一
層
の
ご
尽

力
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
」
と
の
閉

会
の
あ
い
さ
つ
が
あ

り
、
合
同
研
修
会
を
締

め
く
く
っ
た
。

１９６７年 京都府立大学入学と同時に、アサヒキャ

ンプカウンセラー

同大学を卒業後、京都府立木津高校教諭

１９７３年 朝日新聞社入社、アサヒキャンプ長とし

て以後１５年活動

１９９８年 朝日新聞大阪厚生文化事業団事務局次長

を最後に退社

桃山学院大学社会学部教授（社会福祉援

助技術論、レクリエーション等）、現在に

至る

２００９年 大阪市ボランティア情報センター（現在

大阪市ボランティア・市民活動センター

に名称変更）所長、現在に至る

�実践活動�
日本キャンプ協会専務理事・常務理事、

NPO法人「キャンピス」代表理事・理事、

大阪市立いきいきエイジングセンター館

長ほか多数

�著書、論文等�
「認知症高齢者キャンプマニュアル」（明

石書店）ほか多数

第
１
部
で
は
、
桃
山

学
院
大
学
社
会
学
部
教

授
で
大
阪
市
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
所
長
の
石
田
易
司

氏
か
ら
「
老
人
ク
ラ
ブ

の
元
気
は
地
域
の
元
気

〜
今
こ
そ
、
老
人
ク
ラ

ブ
の
出
番
で
す
�
〜
」

と
題
し
て
、
高
齢
者
の

さ
ま
ざ
ま
な
現
況
と
、

そ
れ
を
踏
ま
え
て
地
域

に
お
け
る
老
人
ク
ラ
ブ

の
意
義
・
役
割
や
、
老

人
ク
ラ
ブ
活
動
の
重
要

性
な
ど
に
つ
い
て
、
問

答
形
式
を
交
え
、
参
加

型
の
楽
し
い
ユ
ー
モ
ア

あ
ふ
れ
る
講
演
が
あ
っ

た
。

寸劇を通して悪質商法などを学ぶ

ユーモアあふれる講演をする石田
易司桃山学院大学社会学部教授
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加
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盛
大
に
開
催

健健康康でで活活力力ああるる地地域域社社会会ををめめざざししてて
大阪市老人クラブ指導者・女性部指導者合同研修会
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購読お申し込みは、月刊大老連

編集室にご連絡ください。

老人クラブの元気は地域の元気

石田易司桃山学院大学教授が講演

～今こそ、老人クラブの出番です�～

健健康康・・友友愛愛・・奉奉仕仕ををめめざざししてて

大大
老老
連連
１１
月月
会会
長長
会会
をを
開開
催催

市内全会員に配布

高
齢
消
費
者
被
害

防
止
に
つ
い
て

「「石石上上神神宮宮」」をを初初詣詣でで参参拝拝

ククララブブ会会員員のの
ごご健健康康ととごご多多幸幸をを祈祈願願

大
阪
府
警
察
本
部
か
ら
講
話

全国３大運動

桃山学院大学社会学部社会福祉学科教授
大阪市ボランティア・市民活動センター所長

石田 易司

�講師プロフィール�

第２部
第
１
部


